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循環型社会と地盤工学 

昨今，地球温暖化による気候変動や自然災害の激甚化等により，環境負荷を低減した持続可能な開発に対する

要請が高まっています。建設業においても，循環型社会の実現に向けて建設リサイクル推進の取組みを長きにわ

たり行っており，2018年における建設廃棄物全体としての再資源化率は，約97％と非常に高い数値となっていま

す。国土交通白書によると，今後はこの高い水準を維持するだけでなく，リサイクルの「質」を重要視したさま

ざまな施策が実施されるとともに，建設発生土のさらなる有効利用が促進されていきます。 

「地盤」は，建設工事等によって排出する建設副産物（建設発生土と建設汚泥）や汚染土壌等，廃棄物として

発生し，圧倒的な物量の余剰物として扱われています。また，廃棄物埋め立て処分場での受入れや汚染土壌の原

位置封じ込めにあたっては基盤構成物の側面があり，さらには各種産業廃棄物再生材としての利用に際しては素

材・原料としての扱いもあります。これらのことより，建設業における循環型社会の実現には，地盤に関する多

面的な取組みが必要不可欠であるといえます。 

このような背景から，本号では，「循環型社会と地盤工学」と題して，地盤工学分野における，廃棄物・建設発

生土のリサイクルや，地盤環境の浄化に関する最新の技術や取組みを紹介する特集を企画いたしました。 

本特集が，読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。 

（重松慶樹，冨田直幹，東野圭悟，佐藤武斗，山本淳史，寺本俊太郎，里見知昭） 
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